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｜
｜
九
州
の
事
例
を
中
心
と
し
て
｜
｜

丸

山

薙

成

ト）

丸
州
の
地
理
的
環
境

ア
ジ
ア
大
陸
の
東
海
上
に
、
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
半
島
よ
り
発
す
る
千
島
列
島
、
日
本
列
島
（
北
海
道
・
本
州
・
四
国
・
九
州
）

琉
球
列

島
が
、
そ
れ
ぞ
れ
弓
形
に
連
な
り
、
台
湾
に
お
よ
ん
で
い
る
。
地
図
ー
に
よ
っ
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
日
本
列
島
の
西
南
端
に
位
置
す
る

九
州
は
、
西
北
に
壱
岐
・
対
馬
の
二
島
を
は
さ
ん
で
朝
鮮
半
島
に
対
峠
し
、
南
は
種
子
島
・
屋
久
島
を
経
て
琉
球
列
島
に
連
な
り
、
西
南

は
東
シ
ナ
海
を
は
さ
ん
で
中
国
大
陸
に
臨
む
。
こ
の
こ
と
か
ら
九
州
は
、
太
古
こ
れ
ら
の
列
島
弧
・
半
島
・
大
陸
が
連
結
し
一
体
で
あ
っ

た
時
、
そ
の
東
端
部
の
重
要
な
一
角
を
占
め
る
位
置
に
あ
っ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

一
方
、
九
州
は
、
古
代
国
家
の
行
政
区
画
と
し
て
の
五
畿
七
道
（
中
央
部
の
畿
内
五
ヵ
国
と
地
方
の
七
道
）
の
う
ち
、
西
海
道
に
あ
た
り
、

筑
前
・
筑
後
・
豊
前
・
豊
後
・
肥
前
・
肥
後
・
日
向
・
薩
摩
・
大
隅
の
九
ヵ
国
と
壱
岐
・
対
馬
の
二
島
か
ら
な
る
。
こ
れ
ら
国
名
は
近
代

初
頭
ま
で
続
き
、
九
ヵ
国
と
い
う
意
味
か
ら
H

九
州
H

と
呼
ば
れ
た
が
、
現
在
は
福
岡
・
大
分
・
佐
賀
・
長
崎
・
熊
本
・
宮
崎
・
鹿
児
島

地
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地
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化
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歴
史
の
再
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。

の
七
県
の
総
称
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
九
州
は
一
見
、
地
域
的
完
結
性
を
示
し
て
は
い
る
が
、
し
か
し
そ
の
内
部
で
は
複
雑
か
つ
変
化
に

富
ん
だ
自
然
環
境
や
地
利
的
条
件
な
ど
に
よ
り
、
各
地
の
人
び
と
の
生
活
態
様
や
精
神
気
質
に
多
様
性
を
も
た
ら
し
た
。

九
州
本
島
の
地
形
・
地
勢
の
骨
格
を
な
す
の
は
、
次
の
四
つ
の
山
地
帯
で
あ
る
。

は
、
瀬
戸
内
海
西
方
よ
り
国
東
半
島
・
阿
蘇
を
経
て
雲
仙
に
達
す
る
中
央
火
山
帯
。
三
は
、
一
は
、
中
国
山
地
の
延
長
で
あ
る
筑
紫
山
地
帯
。

四
国
山
地
の
延
長
で
あ
り
、
九
州
の
背
骨
状

に
中
央
よ
り
や
や
斜
め
に
横
断
す
る
九
州
山
地
帯
。
四
は
、
シ
ラ
ス
（
軽
石
が
混
じ
る
灰
白
色
の
火
山
灰
）
台
地
に
加
え
、
霧
島
・
桜
島
・

開
聞
岳
な
ど
の
南
部
火
山
帯
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
山
地
帯
の
在
り
方
は
、
そ
の
深
い
峡
谷
や
盆
地
、
河
川
流
域
の
平
野
部
、
起
伏
に
富

む
リ
ア
ス
海
岸
な
ど
を
形
成
し
、
各
地
域
に
お
け
る
裁
然
た
る
気
候
風
土
、
社
会
・
経
済
・
文
化
的
構
造
の
隔
差
を
う
む
要
因
の
一
つ
と

も
な
っ
た

（
地
図
2
）。

気
候
を
例
に
と
る
と
、
九
州
全
体
と
し
て
は
夏
多
雨
の
太
平
洋
型
で
あ
ろ
う
が
、
細
か
に
み
る
と
多
様
で
あ
る
。
九
州
の
北
部
は
大
陸

季
節
風
の
影
響
で
、
冬
は
曇
天
が
多
く
日
本
海
型
（
特
に
山
陰
型
）
を
示
す
の
に
対
し
、
東
部
は
冬
に
快
晴
が
つ
づ
き
降
雨
量
の
少
な
い

瀬
戸
内
海
型
で
あ
る
。
有
明
海
沿
岸
は
内
陸
型
に
近
く
、
北
西
海
岸
は
南
部
に
近
い
海
洋
型
と
い
え
、
南
部
は
高
温
多
雨
の
南
海
型
で
あ

る
。
ま
た
、
九
州
は
、
モ
ン
ス
ー
ン
地
帯
特
有
の
豪
雨
を
伴
う
台
風
の
通
り
道
で
、
特
に
南
部
は
台
風
常
襲
地
帯
で
、
人
家
や
農
産
物
に

多
大
の
被
害
を
あ
た
え
る
。

こ
う
し
た
地
勢
・
気
候
は
、
そ
こ
に
住
む
人
び
と
の
気
質
や
言
語
（
方
言
H
地
方
語
）
等
の
差
異
を
も
た
ら
す
。
概
し
て
い
え
ば
、
日

本
海
型
は
内
攻
的
で
精
勤
と
は
い
う
も
の
の
、
港
湾
都
市
博
多
（
福
岡
市
）

の
よ
う
に
開
放
的
、
お
祭
り
騒
ぎ
を
好
む
性
格
も
み
ら
れ
る
。

瀬
戸
内
海
型
は
穏
和
、
南
海
型
は
剛
健
と
い
っ
て
よ
い
。
な
お
、
九
州
の
方
言
は
南
部
（
鹿
児
島
県
）
と
北
西
部
（
福
岡
・
佐
賀
・
長
崎
・

・
東
部
（
大
分
・
宮
崎
県
）
に
大
別
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
日
本
中
世
の
有
力
な
守
護
大
名
・
戦
国
大
名
で
あ
る
島
津
・
少
弐
・

大
友
三
氏
の
勢
力
固
と
重
な
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
近
世
の
幕
落
体
制
下
に
一
定
度
の
変
容
を
示
し
つ
つ
も
完
全
に
払
拭
さ
れ
る
こ
と
は
な

熊
本
県
）

か
っ
た
。



こ
の
よ
う
に
九
州
本
島
は
、
一
つ
の
地
域
的
な
完
結
性
を
示
し
て
は
い
る
が
、
そ
の
立
地
条
件
か
ら
海
洋
に
大
き
く
門
戸
を
開
く
一
方
、

内
部
的
に
は
政
治
・
社
会
的
な
割
拠
性
を
絶
え
ず
再
生
産
し
、

日
本
列
島
の
な
か
で
も
そ
の
歴
史
的
展
開
を
特
異
な
も
の
に
し
た
の
で
あ

る

同
中
央
｜
九
州
の
政
治
支
配
と
反
抗
の
歴
史

九
州
で
は
、
こ
の
地
の
先
住
民
族
の
文
化
を
中
心
に
、
中
国
・
朝
鮮
半
島
を
経
由
し
て
流
入
す
る
大
陸
系
文
化
と
、
黒
潮
渦
巻
く
「
海

上
の
道
」
を
北
上
す
る
南
方
系
文
化
と
が
、
濃
淡
の
差
こ
そ
あ
れ
融
合
し
、
そ
の
特
定
部
分
が
さ
ら
に
本
州
中
央
部
へ
と
東
遷
し
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。
文
化
伝
播
に
は
、
作
品
・
技
術
等
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
を
担
う
人
間
集
団
の
移
動
を
伴
う
こ
と
が
多
い
の
で
、
前
述
の
文

化
的
融
合
は
新
た
な
日
本
民
族
・
同
文
化
の
形
成
と
い
う
問
題
と
も
関
連
す
る
。

日
本
最
古
の
史
書
『
古
事
記
』

『
日
本
書
紀
』

は
、
創
世
神
話
と
し
て
の
「
天
孫
降
臨
」
（
天
照
大
神
が
そ
の
孫
ニ
ニ
ギ
ノ
命
を
、
天

上
の
高
天
原
よ
り
九
州
の
日
向
高
千
穂
峰
へ
く
だ
し
派
遣
し
た
と
い
う
説
話
）
、
所
謂
第
一
代
の
神
武
天
皇
の
日
向
よ
り
畿
内
大
和
へ
の
東
遷

伝
説
を
記
し
て
い
る
。
そ
れ
は
近
世
以
来
今
な
お
盛
ん
な
日
本
国
家
の
起
源
に
か
か
わ
る
邪
馬
蓋
（
や
ま
た
い
、
や
ま
い
）
国
論
争
｜
中

国
三
国
時
代
の
『
貌
志
』
倭
人
伝
が
描
く
三
世
紀
中
ご
ろ
の
邪
馬
台
国
を
九
州
北
部
の
地
方
国
家
と
み
る
か
、
畿
内
中
心
の
統
一
国
家
と
み
る
か
、

さ
ら
に
は
邪
馬
台
国
の
東
遷
説
な
ど
ー
や
、

ツ
ン
グ
l
ス
系
の
北
方
騎
馬
民
族
に
よ
る
大
和
征
服
説
、
等
々
と
も
関
連
す
る
が
、
そ
こ
に
は

日
本
国
家
形
成
期
の
民
族
移
動
と
征
服
王
朝
の
伝
承
が
、
か
す
か
な
が
ら
も
投
影
さ
れ
て
い
る
と
み
て
よ
か
ろ
う
。

こ
う
し
た
日
本
国
家
形
成
上
の
九
州
の
位
置
づ
け
は
、
そ
の
立
地
条
件
や
地
勢
、
移
住
民
族
な
ど
と
も
関
連
し
て
、
以
後
の
九
州
の
歴

史
展
開
に
大
き
な
影
響
を
お
よ
ぼ
し
た
。
九
州
本
島
で
の
大
陸
・
外
洋
諸
民
族
の
分
布
は
、
九
州
北
部
が
大
陸
・
朝
鮮
半
島
系
の
渡
来
人
、

南
部
が
東
南
ア
ジ
ア
な
ど
海
洋
民
族
に
大
別
で
き
、
こ
れ
ら
を
大
き
く
掻
き
ま
ぜ
た
坊
塙
の
中
心
が
中
部
（
熊
本
県
）
と
い
え
る
か
も
知

れ
な
い
。
こ
う
し
た
特
定
地
域
へ
の
諸
民
族
の
血
の
混
入
・
融
合
の
在
り
方
は
、
そ
の
濃
淡
の
度
合
や
遺
伝
子
に
よ
る
諸
形
質
の
表
出
、

地
域
文
化
・
歴
史
の
再
解
釈



地
域
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化
・
歴
史
の
再
解
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さ
ら
に
は
自
然
環
境
、
社
会
的
条
件
な
ど
に
規
定
さ
れ
て
、
あ
る
時
は
権
力
へ
の
絶
対
的
服
従
、
ま
た
逆
に
強
烈
な
反
逆
精
神
の
発
揮
と

い
う
形
を
と
っ
て
現
れ
た
。

日
本
の
古
代
国
家
形
成
へ
の
途
上
に
お
い
て
、
大
和
朝
廷
は
、
九
州
諸
豪
族
の
圧
服
に
は
特
に
腐
心
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
例
え
ば
、

景
符
天
皇
に
よ
る
九
州
鎮
撫
や
そ
の
子
日
本
武
尊
に
よ
る
熊
襲
（
九
州
南
部
の
豪
族
川
上
タ
ケ
ル
を
中
心
と
す
る
勢
力
）
征
伐
、
あ
る
い
は

六
世
紀
初
め
の
筑
紫
国
造
磐
井
の
乱
と
そ
の
鎮
圧
な
ど
は
、
そ
の
代
表
例
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
筑
紫
の
磐
井
の
場
合
、
天
皇
の
命
令
に
従

わ
ず
、
朝
鮮
半
島
の
新
羅
か
ら
賄
賂
を
う
け
、
九
州
北
・
中
部
に
勢
力
を
張
り
な
が
ら
、
外
は
新
羅
・
百
済
・
高
句
麗
・
任
那
諸
国
の
毎

年
の
貢
物
船
を
誘
致
し
、
内
は
任
那
に
赴
く
朝
廷
の
寧
を
妨
害
し
て
戦
っ
た
。
福
岡
県
八
女
市
の
岩
戸
山
古
墳
が
彼
の
墓
だ
と
い
う
。

律
令
制
に
よ
る
中
央
集
権
的
な
古
代
国
家
が
完
成
す
る
と
、
政
府
は
都
と
九
州
の
政
庁
大
宰
府
（
「
遠
の
朝
廷
」
と
も
呼
ぶ
）
と
を
結
ぶ

最
大
の
幹
線
、
山
陽
道
を
つ
く
っ
て
連
絡
を
密
に
し
た
が
、
そ
れ
は
こ
の
地
が
大
陸
・
半
島
と
の
外
交
・
軍
事
上
に
占
め
る
地
域
の
重
要

性
と
、
九
州
豪
族
の
反
乱
に
留
意
し
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
都
城
が
奈
良
・
京
都
へ
移
っ
た
後
も
、
大
宰
府
へ
の
貢
納
綿
が
奪
わ
れ
た

時
、
大
宰
管
内
に
居
住
す
る
連
中
が
新
羅
の
海
賊
に
呼
応
し
、
ま
た
大
宰
少
弐
（
官
職
名
）
の
藤
原
元
利
万
侶
が
新
羅
王
に
通
謀
し
て
、

国
家
を
害
す
る
計
画
を
し
た
と
糾
明
さ
れ
た
事
件
な
ど
に
、
九
州
北
部
の
有
力
豪
族
の
特
性
が
よ
く
示
さ
れ
て
い
る
。
十
世
紀
の
中
頃
、

平
将
門
が
関
東
で
、
藤
原
純
友
が
瀬
戸
内
海
で
反
乱
を
起
こ
し
た
時
、
後
者
は
追
い
つ
め
ら
れ
て
大
宰
府
を
焼
き
払
う
な
ど
し
て
い
る
。

一
方
、
古
代
国
家
の
解
体
期
、
源
平
争
乱
で
は
、
平
氏
に
擁
立
さ
れ
た
安
徳
天
皇
は
、
九
州
の
対
岸
壇
ノ
浦
で
海
中
に
身
を
投
じ
、
敗
走

す
る
平
氏
の
将
兵
は
九
州
な
ど
の
山
奥
に
逃
れ
た
が
、
こ
こ
は
反
体
制
側
と
な
っ
た
者
の
落
ち
ゆ
く
先
で
も
あ
っ
た
。

日
本
中
世
は
、
ま
ず
、
関
東
の
鎌
倉
幕
府
と
京
都
の
朝
廷
と
の
併
立
で
推
移
し
た
が
、
前
者
を
討
滅
さ
せ
た
後
醍
醐
天
皇
に
よ
る
公
武

統
一
と
親
政
が
、
武
家
の
代
表
足
利
尊
氏
の
反
抗
に
よ
っ
て
崩
壊
す
る
。
こ
の
時
、

い
っ
た
ん
京
都
を
追
わ
れ
て
九
州
へ
敗
走
し
た
尊
氏

は
、
九
州
北
部
の
戦
い
で
大
勝
し
て
勢
力
を
挽
回
し
、
再
び
都
に
の
ぼ
っ
て
政
権
を
掌
握
し
、
新
た
に
天
皇
を
擁
立
す
る
。
こ
れ
に
対
抗

す
る
後
醍
醐
天
皇
の
子
懐
良
親
王
と
、
そ
の
子
良
成
親
王
は
、
九
州
中
部
の
菊
池
氏
・
阿
蘇
氏
ら
に
擁
立
さ
れ
、
征
西
将
軍
宮
と
し
て
九



州
経
済
や
、
大
陸
・
半
島
な
ど
の
対
外
交
渉
に
力
を
振
る
っ
た
。
い
わ
ば
九
州
は
、
中
央
で
敗
北
し
た
者
に
再
起
の
機
会
を
提
供
す
る
場

で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

近
世
国
家
の
形
成
期
に
み
ら
れ
る
九
州
の
大
名
・
国
人
（
在
地
領
主
）
層
の
動
向
に
も
注
目
す
べ
き
も
の
が
あ
る
。
豊
臣
秀
吉
は
、
全

国
統
一
の
過
程
で
九
州
南
部
（
薩
摩
国
）
の
戦
国
大
名
島
津
氏
を
征
服
し
て
、
全
九
州
大
名
を
支
配
下
に
お
き
、
「
五
畿
内
同
前
」
（
畿
内

五
ヵ
国
に
同
じ
）
と
い
わ
れ
る
豊
臣
支
配
体
制
を
樹
立
す
べ
く
、
検
地
・
万
狩
な
ど
を
推
進
し
た
。
し
か
し
、
九
州
各
地
の
国
人
層
は
強

硬
に
抵
抗
し
、
例
え
ば
中
部
（
肥
後
国
）
で
は
新
領
地
に
入
っ
た
大
名
佐
々
成
政
を
失
脚
さ
せ
る
ほ
ど
の
状
況
と
な
っ
た
し
、
秀
吉
が
北

部
（
肥
前
国
）
の
名
護
屋
城
を
本
拠
と
し
て
、
朝
鮮
侵
略
の
戦
争
を
開
始
し
た
時
も
、
南
部
（
薩
摩
国
）
の
大
名
島
津
氏
の
家
臣
に
よ
る

梅
北
一
摸
が
勃
発
し
、
ま
た
朝
鮮
半
島
内
で
も
中
部
（
肥
後
国
）
の
大
名
加
藤
氏
の
家
臣
ら
多
数
が
朝
鮮
軍
側
へ
加
担
す
る
な
ど
、
統
一

政
権
へ
の
抵
抗
の
姿
勢
が
表
出
し
た
。

一
方
、
秀
吉
の
死
後
、
徳
川
家
康
の
天
下
取
り
の
た
め
と
も
い
え
る
一
七
世
紀
初
頭
の
関
ケ
原
の
戦
で
は
、
豊
臣
恩
顧
の
九
州
大
名
た

ち
も
、
東
軍
（
徳
川
方
）
と
西
軍
（
石
田
方
）
に
分
か
れ
て
戦
っ
た
。
特
に
、
九
州
の
南
部
・
東
部
・
中
部
な
ど
の
大
名
は
西
軍
に
呼
応

す
る
も
の
が
少
な
く
な
く
、
北
部
で
は
東
軍
に
つ
く
も
、
な
お
西
箪
に
加
担
す
る
大
名
も
い
た
。
本
州
の
西
南
部
に
位
置
す
る
大
々
名
毛

利
氏
は
西
軍
側
の
主
将
格
で
あ
っ
た
た
め
、
戦
後
処
理
の
段
階
で
所
領
を
大
幅
に
没
収
さ
れ
た
が
、
九
州
の
大
々
名
島
津
氏
な
ど
は
そ
の

処
分
を
ま
ぬ
が
れ
た
。
こ
れ
は
、
新
た
な
統
一
政
権
者
と
な
っ
た
徳
川
家
康
で
さ
え
、
西
南
諸
大
名
と
の
力
関
係
か
ら
し
て
、
す
ぐ
に
は

す
べ
て
に
処
分
の
大
錠
を
振
る
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
江
戸
幕
府
が
、
九
州
に
政
治
支
配
の
く
さ
び
を
本
格
的
に
打
ち
込
む
の
は
、
実

に
家
康
の
孫
家
光
が
征
夷
大
将
軍
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
と
き
初
め
て
、
九
州
は
幕
府
の
直
轄
領
（
天
領
）
・
譜
代
藩
領
・
外
様

藩
領
が
犬
牙
錯
綜
し
て
配
置
さ
れ
、
幕
藩
制
国
家
の
ミ
ニ
版
と
も
い
え
る
構
造
が
出
来
あ
が
っ
た
。

九
州
諸
藩
は
、
秀
村
選
三
氏
に
よ
れ
ば
、
同
日
本
列
島
の
西
南
縁
辺
部
で
あ
る
U
字
形
地
域
（
土
佐
・
甫
伊
予
・
九
州
南
部
・
同
西
部
・

の
「
西
南
辺
境
型
領
国
」
と
も
い
う
べ
き
外
様
藩
、
川
そ
れ
以
外
の
九
州
北
部
・
西
部
・
東
部
な
ど
の
譜
代
藩
、
例
そ
の

対
馬
・
長
州
）地

域
文
化
・
歴
史
の
再
解
釈
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中
間
的
位
置
を
占
め
る
中
部
・
北
部
の
外
様
藩
、
に
類
別
さ
れ
る
。
こ
の
う
ち
最
も
特
徴
的
な
も
の
は
同
で
あ
り
、
川
・
川
は
江
戸
幕
府

の
政
治
的
作
用
を
直
接
、
間
接
に
体
現
し
た
諸
藩
と
い
っ
て
よ
い
。
例
は
、
①
藩
権
力
の
辺
境
的
性
格
（
旧
族
外
様
大
名
、
本
藩
｜
支
藩
の

関
係
）
、
②
地
方
知
行
（
給
人
の
在
宅
や
手
作
）
の
存
続
、
③
郷
土
制
度
と
在
郷
家
臣
の
存
続
、
④
小
農
民
の
自
立
不
完
全
、
⑤
武
士
の
開

発
等
に
よ
る
地
主
制
の
展
開
、
⑥
領
主
的
商
品
流
通
の
展
開
（
農
民
的
商
品
流
通
の
未
熟
、
専
売
制
と
藩
札
、
藩
際
交
易
）
、
⑦
浦
町
の
発
展

と
特
権
的
船
持
商
人
、
③
藩
貿
易
の
展
開
（
流
球
貿
易
・
朝
鮮
貿
易
・
密
貿
易
、
長
崎
貿
易
へ
の
進
出
、
国
産
奨
励
と
輸
出
、
軍
需
品
購
入
と

軍
制
改
革
）
、
な
ど
を
特
質
と
す
る
。
こ
れ
は
「
東
北
辺
境
型
領
国
」
と
の
共
通
性
も
多
い
が
、
他
方
で
は
、
農
民
的
商
品
流
通
が
未
熟

で
百
姓
一
撲
も
頻
発
せ
ず
、
藩
際
交
易
・
対
外
貿
易
に
関
与
し
て
、
そ
れ
が
近
代
的
軍
事
力
・
軍
制
を
導
入
す
る
基
礎
と
な
っ
た
点
が
大

き
な
違
い
で
も
あ
る
。

十
九
世
紀
後
半
の
日
本
近
代
国
家
の
成
立
は
、
こ
う
し
た
「
西
南
辺
境
型
領
国
」
の
外
様
大
藩
（
穣
摩
・
長
州
・
土
佐
・
肥
前
）

の
連

合
勢
力
に
よ
る
江
戸
幕
府
打
倒
に
よ
っ
て
推
進
さ
れ
た
が
、
そ
れ
は
関
ケ
原
の
戦
で
長
年
苦
汁
を
な
め
さ
せ
ら
れ
た
こ
れ
ら
諸
藩
の
敗
者

復
活
、
回
天
の
大
業
と
し
て
認
識
さ
れ
、
藩
閥
政
治
へ
の
方
向
を
決
定
し
た
。
し
か
し
、
明
治
政
府
内
の
主
導
権
を
め
ぐ
る
乳
蝶
が
、
明

治
六
年
（
一
八
七
二
一
）

の
征
韓
論
争
に
よ
る
有
力
参
議
ら
の
下
野
を
契
機
と
し
て
、
自
由
民
権
運
動
（
そ
れ
も
九
州
で
は
士
族
民
権
）
と
し

て
展
開
し
、
ま
た
他
方
で
は
佐
賀
の
乱
・
西
商
戦
争
な
ど
の
士
族
反
乱
に
帰
結
し
た
こ
と
は
、
そ
の
後
の
資
本
主
義
発
展
に
完
全
に
対
応

し
き
れ
ぬ
「
西
南
辺
境
型
領
国
」
諸
藩
の
限
界
性
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

も
っ
と
も
、
そ
の
後
、
明
治
政
府
主
導
の
資
本
主
義
移
植
が
九
州
北
部
を
中
心
に
な
さ
れ
、
こ
こ
で
は
八
幡
製
鉄
所
以
下
の
重
・
化
学

工
業
部
門
が
発
展
し
た
が
、
一
方
、
九
州
の
他
地
域
で
は
封
建
時
代
以
来
の
農
業
生
産
が
主
体
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
、
九
州
で

は
地
域
的
分
業
関
係
の
下
、
近
代
化
と
地
主
制
が
併
存
す
る
と
い
う
日
本
資
本
主
義
発
展
の
特
性
を
典
型
的
に
示
し
て
き
た
。
第
二
次
世

日
本
国
内
で
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命
（
石
炭
↓
石
油
移
行
）
に
よ
り
、
こ
う
し
た
近
代
的
な
重
・
化
学
工
業
部
門
は
大
打
撃
を

う
け
、
代
わ
っ
て
中
央
か
ら
ハ
イ
・
テ
ク
産
業
等
が
九
州
の
農
村
部
に
も
移
ス
さ
れ
、
産
業
・
都
市
構
造
、
ひ
い
て
は
文
化
構
造
の
変
貌

界
大
戦
後
、



を
も
た
ら
し
つ
つ
あ
る
。
そ
し
て
、
中
央
に
従
属
せ
ぬ
、
九
州
地
域
独
自
の
諸
体
系
の
形
成
・
確
立
が
模
索
さ
れ
は
じ
め
て
い
る
。

同
九
州
を
中
心
に
み
た
東
ア
ジ
ア
世
界
と
の
関
係

交
流
・
侵
略
の
拠
点
と
し
て
の
九
州

旧
・
新
石
器
時
代
、
特
に
縄
文
晩
期
以
降
の
水
稲
耕
作
な
ど
の
面
で
、
九
州
が
大
陸
・
朝
鮮
半
島
と
深
い
交
流
の
あ
っ
た
こ
と
は
、
佐

賀
県
唐
津
市
の
菜
畑
・
宇
木
汲
田
遺
跡
な
ど
の
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。
水
稲
耕
作
の
移
入
が
弥
生
式
文
化
と
も
関
連
し
つ

つ
日
本
の
国
家
形
成
へ
の
端
緒
と
な
っ
た
こ
と
、
九
州
北
部
が
そ
の
最
先
進
地
域
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
近
年
発
見
さ
れ
た
佐
賀
県
吉
野
ケ

里
の
環
濠
遺
跡
に
よ
っ
て
も
、
よ
く
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
九
州
北
部
は
国
家
形
成
に
先
だ
ち
、
中
国
大
陸
や

朝
鮮
半
島
と
活
発
な
政
治
交
渉
、
文
化
交
流
を
お
こ
な
っ
て
き
た
。

例
え
ば
、
『
漢
書
』
地
理
志
が
、
百
余
固
に
分
か
れ
た
倭
人
が
歳
時
を
も
っ
て
献
見
す
る
と
い
う
記
事
、
同
じ
頃
の
『
論
衡
』
が
、
周

ち
ょ
う
そ
・
つ

の
時
代
に
倭
人
・
が
国
州
（
酒
を
醸
す
た
め
に
用
い
る
香
草
）
を
貢
納
し
た
と
す
る
記
事
、
あ
る
い
は
『
後
漢
書
」
東
夷
伝
が
、
建
武
中
元

二
年
（
五
七
）
に
倭
の
奴
国
が
光
武
帝
に
貢
物
を
奉
納
し
て
朝
賀
し
た
と
す
る
記
事
、
さ
ら
に
は
「
貌
志
』
倭
人
伝
が
記
す
国
名
な
ど
の

中
に
は
、
九
州
北
部
や
そ
の
近
傍
地
域
が
ふ
く
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
を
証
明
す
る
も
の
と
し
て
、
福
岡
県
志
賀
島

出
土
の
金
印
「
漢
委
奴
国
王
印
」
な
ど
も
あ
げ
ら
れ
る
が
、
さ
ら
に
福
岡
県
の
宗
像
神
社
三
ノ
宮
が
鎮
座
す
る
沖
ノ
島
の
祭
杷
遺
跡
な
ど
、

「
海
の
正
倉
院
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
大
和
朝
廷
時
代
以
降
の
遺
宝
が
出
土
し
、
文
化
交
流
の
姿
を
再
現
し
て
く
れ
る
の
で
あ
る
。

日
本
古
代
国
家
の
形
成
期
に
お
け
る
、
九
州
を
中
心
と
し
た
朝
鮮
半
島
や
中
国
大
陸
と
の
交
渉
に
つ
い
て
は
、
こ
の
ほ
か
に
も
四
世
紀

末
か
ら
五
、
六
世
紀
に
か
け
て
、
高
句
麗
「
広
開
土
王
碑
銘
」
以
下
、
中
国
の
史
書
や
『
日
本
書
紀
』
な
ど
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
し
、
前

述
の
筑
紫
国
造
磐
井
の
反
乱
な
ど
、
そ
の
一
例
で
あ
る
。

一
方
、
九
州
と
琉
球
な
ど
南
西
諸
島
と
の
交
流
に
つ
い
て
は
、
縄
文
晩
期
や
弥
生
初
期
以
降
の
土
器
が
後
者
に
も
出
土
す
る
と
こ
ろ
か

地
域
文
化
・
歴
史
の
再
解
釈

五
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ノ、

ら
確
認
さ
れ
る
が
、
古
代
国
家
の
成
立
期
に
は
種
子
・
屋
久
両
島
や
石
垣
・
久
米
島
以
下
か
ら
も
朝
貢
船
が
派
遣
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
、

沖
縄
方
言
が
か
つ
て
の
日
本
古
代
の
音
韻
に
類
似
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
の
地
と
本
州
・
九
州
と
の
密
接
な
関
係
が
う
か
が
わ
れ
る
。
こ

の
よ
う
に
見
る
と
、
九
州
は
、
本
州
と
の
関
係
を
基
本
と
し
な
が
ら
も
大
陸
・
朝
鮮
半
島
や
琉
球
列
島
を
包
含
し
た
と
こ
ろ
の
、

コ
ン
パ

ス
の
回
転
軸
と
も
い
う
べ
き
枢
要
の
地
域
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

さ
て
、
遺
惰
使
・
遣
唐
使
が
九
州
の
港
津
を
発
し
、
日
宋
貿
易
の
寄
港
地
と
し
て
博
多
や
今
津
港
が
繁
栄
す
る
が
、
こ
の
地
は
ま
た
中

世
、
蒙
古
襲
来
を
ま
と
も
に
受
け
た
港
津
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
征
西
将
軍
宮
の
対
外
交
渉
に
つ
い
て
は
前
述
の
と
お
り
で
あ
る
が
、

日
明
貿
易
に
加
え
て
私
貿
易
、
特
に
倭
冠
の
活
発
化
は
、
九
州
北
西
部
の
沿
岸
住
民
の
関
与
に
よ
る
と
こ
ろ
も
大
き
い
。
さ
ら
に
、
近
世

国
家
成
立
期
の
豊
臣
秀
吉
に
よ
る
朝
鮮
侵
略
の
主
力
部
隊
を
構
成
し
た
の
は
九
州
諸
大
名
で
あ
る
が
、
彼
ら
は
朝
鮮
陶
工
な
ど
を
自
領
内

に
連
行
し
て
、
陶
磁
器
業
以
下
に
従
事
さ
せ
た
。
そ
の
後
、
日
明
関
係
の
友
好
回
復
と
と
も
に
、
朝
鮮
通
信
使
の
派
遣
を
み
、
九
州
北
部

の
一
部
大
名
も
応
接
に
関
与
し
た
が
、
特
に
対
馬
・
長
崎
・
薩
摩
（
琉
球
）
の
一
一
一
口
は
蝦
夷
地
の
松
前
口
と
な
ら
ぶ
、
鎖
国
制
下
の
外
へ

聞
か
れ
た
窓
口
と
も
な
っ
た
。

し
か
し
、
前
述
の
よ
う
に
日
本
近
代
国
家
の
成
立
過
程
で
、
政
府
部
内
に
お
い
て
征
韓
論
を
と
な
え
た
の
は
多
く
が
九
州
出
身
者
で
あ
っ

た
。
ま
た
、
黒
木
彬
文
氏
に
よ
れ
ば
、
十
九
世
紀
後
半
の
朝
鮮
甲
申
政
変
後
、
旧
士
族
や
衰
退
期
の
自
由
民
権
論
者
、
国
民
諸
階
層
が
熱

烈
な
対
清
開
戦
支
持
者
と
化
し
、
特
に
福
岡
県
の
商
工
業
者
を
講
読
者
と
す
る
、
か
つ
て
の
民
権
派
『
福
岡
日
日
新
聞
」
の
論
説
も
「
尚

武
論
」
を
展
開
し
た
こ
と
な
ど
、
通
交
・
侵
略
の
拠
点
と
し
て
の
九
州
の
特
性
を
象
徴
的
に
示
す
事
例
で
あ
る
。
そ
の
後
の
日
本
資
本
主

義
の
発
展
は
、
植
民
地
の
拡
大
と
と
も
に
、
九
州
中
・
西
部
の
天
草
・
島
原
な
ど
下
層
民
衆
の
子
女
を
、
海
外
｜
中
国
・
シ
ベ
リ
ア
・
東

南
ア
ジ
ア
方
面
ー
へ
の
売
春
的
出
稼
ぎ
（
「
カ
ラ
ユ
キ
さ
ん
」
）
と
し
て
放
出
し
た
が
、
さ
ら
に
行
く
つ
く
と
こ
ろ
、
侵
略
戦
争
の
過
程
に
お

い
て
、
服
属
地
の
各
民
族
の
子
女
を
「
従
軍
慰
安
婦
」
と
し
て
酷
使
す
る
途
を
ひ
ら
い
た
の
で
あ
っ
た
。



四
九
州
「
地
域
」
論
の
結
び
に
か
え
て

「
地
域
」
と
は
何
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
各
時
代
の
政
治
・
経
済
・
社
会
・
文
化
の
各
レ
ベ
ル
で
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
、
研

究
者
に
よ
っ
て
も
、
例
え
ば
東
ア
ジ
ア
・
日
本
・
九
州
な
い
し
藩
・
県
、
さ
ら
に
は
特
定
の
都
市
や
郡
・
村
と
す
る
な
ど
、
一
定
の
概
念

に
到
達
し
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
本
報
告
で
は
、
地
域
を
一
応
「
九
州
」
に
措
定
し
て
、
そ
の
歴
史
過
程
を
概
述
し
た
が
、
九
州

内
部
の
特
定
地
域
を
対
象
に
す
べ
き
だ
と
す
れ
ば
、
さ
ら
に
方
法
を
改
め
て
精
密
化
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
で
は
九
州
が
、
日
本
歴
史

の
特
定
段
階
の
典
型
的
ミ
ニ
版
を
な
し
、
ま
た
東
ア
ジ
ア
世
界
に
お
け
る
コ
ン
パ
ス
の
回
転
軸
と
も
い
う
べ
き
歴
史
・
文
化
展
開
を
示
し

て
き
た
こ
と
を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
る
。
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申
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と
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福
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々
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（
『
異
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）
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九
二
年
）
。

「
付
記
」
本
稿
は
、
一
九
九
二
年
九
月
、
仙
台
市
で
開
催
さ
れ
た
国
際
比
較
地
域
研
究
会
議
に
お
け
る
発
表
内
容
（
日
本
文
の
分
）
と
そ
の
要
旨

（
英
文
）
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
一
部
題
名
を
改
め
て
掲
載
し
た
。
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was a precursor to the Japanese Army's practice of drafting the "comfort 

women" (ian-Ju) , from the occupied territories and exploiting them as prosti­

tutes for the Japanese soldiers during the Japanese War of Aggression. 

(11/) 

There is no agreement on the definition of the term, "region." This paper 

treated the island of Kyushu as a "region" and described its history. I pointed 

out that Kyushu has shown typical miniature versions of the specific stages of 

Janapese history, and that Kyushu has played a pivotal role--like an axis of a 

revolving compasses--in the context of East Asia's historical and cultural de­

velopment. 
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tries that are less dependent upon the central government. 

(m) 

The political and cultural exchange between northern Kyushu and Main­

land China and the Korean Peninsula dates back to the pre-state period. The 

similarity of Okinawan dialect with the ancient Japanese language, for example, 

attests to the early contact between southern Kyushu and the Southwestern Is­

lands including the Ryukyus. In the Medieval Period, Kyushu continued to 

function as a gateway to the outside world. The Japanese diplomatic missions 

to the Sui and Tang Courts departed from the ports in northern Kyushu. Haka­

ta and Imazuko flourished as the ports of call for ships engaged in Japan-China 

trade during the Sung dynasty period. These two ports also bore the brunt of 

two Mongolian invasions in 1274 and 1281. The inhabitants of northwestern 

coast of Kyushu engaged not only in unofficial trade with Chinese merchants 

but also in pirating activities (wako) along the south China during the Ming 

dynasty period. Furthermore, Kyushu's daimyo constituted the major segment 

of Toyotomi Hideyoshi's expeditionary force to Korea. Later during the Toku­

gawa period, Tsushima, Nagasaki and Satsuma (Ryukyu) along with Matsumae 

in Ezo (Hokkaido) were the only gateways open to the outside world under the 

policy of national seclusion. 

In the period of modern nation-state formation, many politicians of the 

Kyushu origins advocated the Conquest of Korea Policy. In the late 19th cen­

tury, many merchants and manufacturers in Fukuoka supported the War with 

I China after the Kapsin political coup in Korea. These incidents testify the 

character of Kyushu as a base for external trade and military expeditions. As 

Japanese capitalism developed and the foreign colonies expanded, young 

lower-class women from the central and western parts of Kyushu were sent 

overseas to work as prostitutes (karayuki san, literally "China-goers") . This 

-4-



wa shogunate could not completely control Kyushu until the reign of Iemitsu, a 

grandson of Ieyasu. By the time of Iemitsu's rule, Kyushu was divided into ela­

borately intertwined fiefs--tenryo, i.e., the land directly held by the shogun, fudai 

domains, i.e., fiefs ruled by the hereditary vassals of the Tokugawa clan, and 

to::;ama (outside lords) domains, i.e., fiefs ruled by those daimyo who were re­

tained by the shogun after the Battle of Sekigahara. The miniature version of 

the bakuhan system was thus placed in Kyushu. Hidemura Senzo conceptualized 

the characteristics of the domains of Kyushu during the Tokugawa period in his 

theory of the "southwestern frontier domains" which share a number of similar­

ities with the "northeastern frontier domains." However, Kyushu differs from 

its northeastern counterpart in the following: rural commercialization was 

underdeveloped, peasant rebellions were scarce, and many domains engaged in 

trade with other domains in Kyushu as well as with foreign countries, which la­

ter helped Kyushu's daimyo in introducing new weaponery and modern military 

system. 

The formation of the modern Japanese state was brought about by the coali­

tion of those "southwestern frontier" type to::;ama daimyo (Satsuma, Choshu, Tosa 

and Hizen) that toppled the Tokugawa shogunate. However, the power struggle 

within the Meiji government caused a rift between different factions. Those 

who advocated The Conquest of Korea Policy were driven out of the central 

government in 1873. Some of them joined the Popular Rights Movement (which 

in Kyushu was actually the Former Warrior Class Movement). Others partici­

pated in the armed uprisings by the former warrior class in Saga and Satsuma. 

I will not discuss the nature of the later capitalist development in Kyushu under 

the state initiative. I would like to point out, however, that the post World 

War II energy revolution (from coal to oil) brought about major changes in in­

dustry, urban structure, and culture. These changes have led some people to 

promote policies for developing Kyushu's own regional organizations and indus-
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authority--total subordination at some occasions and strong opposition at other 

times. 

In the process of early state formation, the Yamato Court faced great diffi­

culties in subjugating various clans in Kyushu. After the establishment of the 

state, the central government built a main highway, Sanyodo, and kept close con­

tact between the national capital in Yamato and Dazaifu, the government head­

quarters in Kyushu. This was due to the strategic importance of Kyushu in 

terms of Japan's diplomatic and military relationship with the Chinese Continent 

and the Korean Peninsula and because of the state's concern over rebellions of 

the local clans. In the Medieval Period, Ashikaga Takauji, the leader of the 

warrior class, rebelled against the Emperor Go-Daigo who restored the imperial 

rule after having defeated the Kamakura shogunate. Takauji, forced out of 

Kyoto, fled to Kyushu, regrouped his forces and acored a great victory in north­

ern Kyushu against the supporters of the Emperor. and later returned to the 

capital and established a new shogunate. Emperor Go-Daigo's son, Prince 

Kaneyoshi, in turn, retreated to Kyushu. With the title of Seiseishogun (West 

Pacifying General), the prince aided by his followers ruled parts of Kyushu and 

controlled the trade and other dealings with China and Korea. As these exam­

ples show, Kyushu offered political and military losers a sanctuary for regroup­

ing themselves for a potential comeback. 

In the formative stage of the pre-modern Japanese state, Toyotomi 

Hideyoshi subjugated all warlords, daimyo in Kyushu and carried out a new land 

survey (kenchi) and confiscated weapons from the peasants (katanagari) . 

Hideyoshi, however, faced a strong opposition of Kyushu's kokujin stratum (local 

landowners and warriors) . When Hideyoshi invaded Korea, vassals of such 

daimyo as Shimazu and Kato rebelled in Japan and in occupied Korea. At the 

Battle of Sekigahara in the early 17th century, most daimyo in Kyushu joined the 

Toyotomi side and were defeated by Tokugawa Ieyasu. However, the Tokuga-
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A RE-INTERPRETATION OF 
REGIONAL CULTURE AND 

HISTORY : THE CASE OF KYUSHU 

Yasunari MARUYAMA 

( I ) 

The island of Kyushu, located in the southwestern part of the Japanese 

Archipelago, faces the Korean Peninsula across Iki and Tsushima islands in the 

northwest. To the south of Kyushu lie the islands of Tanegashima, Yakushima 

and the Ryukyu Islands. To the southwest across East China Sea is the 

Chinese Continent. Kyushu shows a certain degree of regional unity. Exter­

nally, its geographical location provided the island with paths across the ocean 

to the outside world. Internally, the island was always divided politically as 

well as socially. Kyushu thus has shown a peculiar historical development in 

Japan. 

< n > 

Many cultures converged on the islanld of Kyushu. Cultures of local in­

digenous peoples, continental cultures imported from China and the Korean 

Peninsula, and southern cultures brought across the Pacific Ocean were merged 

more or less into a single culture, and part of that culture was brought east­

ward to the center of Honshu Island as well. Intermarriage between different 

racial and ethnic populations, natural environments and social conditions in one 

way or another conditioned local people's attitude toward the central 
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